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高
齢
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に
お
勧
め
の
習
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親
里 

施
設
長 

小 

田 

隆 

晴 
加
齢
と
共
に
体
力
的
に
衰
え
て
く
る
と
、
老
後
へ
の
不
安
も
募
り
「
も
う
年
だ
か
ら
」
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
発
言
を
す
る
方
が
多
い
。
い
つ
ま
で
も
若
さ
を
キ
ー
プ
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
、
お
勧
め
の
い
く
つ
か
の
習
慣
を
述
べ
て
み
る
。 

ま
ず
、
高
齢
者
で
体
力
を
維
持
す
る
に
は
隙
間
時
間
を
見
つ
け
て
、
踵
（
か
か
と
）
落
と
し
運
動
を
勧
め
る
。
つ
ま
先
立
ち
で
踵
を
挙
上
し
た
あ
と
、
床
に
踵
を
思
い
切
り
ド
ス
ン
と
落
と
す
。

足
の
み
の
運
動
で
は
な
く
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
全
身
の
筋
肉
や
骨
を
使
う
の
で
、
姿
勢
も
良
く
な
る
し
、
骨
量
の
増
加
に
繋
が
る
。
肛
門
も
締
ま
り
、
骨
盤
底
筋
も
鍛
え
ら
れ
尿
漏
れ
に
も

効
果
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
運
動
は
歩
行
に
必
要
な
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
る
。
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
は
足
の
心
臓
と
も
言
わ
れ
、
足
に
貯
ま
っ
た
血
液
を
心
臓
に
戻
す
働
き
が
あ
り
、

加
齢
性
浮
腫
も
軽
減
し
歩
行
能
力
も
ア
ッ
プ
す
る
。
一
日
千
回
を
勧
め
る
。 

 

加
齢
す
る
と
、
鏡
に
向
か
っ
た
自
分
の
顔
を
眺
め
な
が
ら
シ
ワ
、
シ
ミ
や
た
る
み
な
ど
を
見
て
、
た
め
息
を
つ
く
方
が
多
い
。
皮
膚
の
老
化
は
活
性
酸
素
が
増
え
、
重
力
に
よ
り
上
皮
が
移
動

す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
進
行
を
止
め
る
の
は
快
眠
、
健
康
的
な
食
事
・
水
分
の
摂
取
や
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る
の
が
基
本
で
あ
る
が
、
十
歳
若
返
る
顔
の
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
有
効

で
あ
る
。
鏡
に
自
分
の
顔
を
写
し
、
両
手
を
グ
ー
に
し
て
第
二
指
関
節
で
垂
れ
下
が
っ
た
と
こ
ろ
を
持
ち
上
げ
る
と
良
い
。
し
ば
ら
く
続
け
る
と
肌
の
張
り
が
出
て
き
た
ら
、
鏡
の
自
分
自
身
を

見
て
、
自
分
の
名
前
を
呼
び
、
今
日
も
生
き
て
い
る
自
分
を
褒
め
る
こ
と
で
あ
る
。
鏡
の
中
の
自
分
は
褒
め
ら
れ
る
。
人
間
は
褒
め
た
り
、
褒
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
脳
の
前
頭
前
野
が
活
性

化
し
ド
ー
パ
ミ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
認
知
機
能
も
維
持
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
習
慣
は
無
料
で
褒
め
て
褒
め
ら
れ
る
の
で
一
人
二
役
が
可
能
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
齢
者
で
認
知
機
能
を
保
つ
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
と
料
理
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。
大
声
で
カ
ラ
オ
ケ
を
唄
う
こ
と
で
呼
吸
筋
が
強
ま
り
、
横
隔
膜
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
副
交
感
神
経

が
刺
激
さ
れ
ス
ト
レ
ス
が
発
散
さ
れ
る
。
さ
ら
に
酸
素
不
足
も
解
消
さ
れ
、
血
流
が
改
善
さ
れ
心
臓
も
守
っ
て
く
れ
る
。
ヒ
ト
カ
ラ
（
一
人
カ
ラ
オ
ケ
）
で
も
良
い
か
ら
、
一
〜
二
週
に
一
回
は

歌
い
続
け
る
と
声
量
も
戻
っ
て
く
る
。
ま
た
毎
日
、
料
理
を
す
る
こ
と
は
高
次
脳
機
能
を
維
持
さ
れ
る
。
毎
日
変
化
の
あ
る
献
立
を
考
え
る
こ
と
や
指
を
動
か
す
こ
と
は
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら

す
と
云
わ
れ
て
お
り
。
年
何
百
万
の
認
知
症
発
症
予
防
薬
よ
り
有
効
で
あ
る
。 

ま
た
年
老
い
た
ら
、
今
し
か
出
来
な
い
こ
と
を
最
優
先
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
我
慢
し
な
い
。
付
き
合
い
た
く
な
い
人
間
と
は
距
離
を
置
く
。
残
り
少
な
い
人
生
な
の
で
行
き
た
い
場
所

を
順
番
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
く
。
い
き
な
り
順
位
の
高
い
北
欧
で
オ
ー
ロ
ラ
を
見
る
と
か
、
エ
ー
ゲ
海
の
シ
ー
ブ
ル
ー
を
見
る
と
か
は
無
理
で
あ
る
か
ら
、
最
下
位
の
椎
崎
温
泉
で
も
良
い
。

と
に
か
く
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
も
失
っ
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
と
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」、「
今
日
行
く
所
、
今
日
の
用
事
」
で
あ
る
。
ま
た
重
症
の
糖
尿
病
、
腎
臓
病
や
肝
臓
病
な
ど
の
持

病
が
無
け
れ
ば
、
好
き
な
物
を
召
し
上
が
っ
て
良
い
。
タ
ン
パ
ク
質
は
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
し
筋
力
を
キ
ー
プ
す
る
の
で
大
事
な
栄
養
源
で
あ
る
の
で
、
野
菜
、
果
物
や
海
藻
な
ど
の
天
然
の
食
材

と
共
に
多
め
に
摂
取
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。 

日
光
浴
も
高
齢
者
に
お
勧
め
す
る
大
事
な
習
慣
で
あ
る
。
朝
目
覚
め
て
、
太
陽
に
向
か
っ
て
「
今
日
ま
で
生
か
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
神
様
に
感
謝
し
な
が
ら
日
光
に
当
た
る
の
が
良

い
。
紫
外
線
が
皮
膚
で
ビ
タ
ミ
ン
Ⅾ
を
産
生
す
る
。
紫
外
線
は
ガ
ラ
ス
で
遮
断
さ
れ
る
の
で
、
屋
内
で
は
紫
外
線
を
吸
収
で
き
な
い
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ⅾ
は
作
ら
れ
な
い
。
ビ
タ
ミ
ン
Ⅾ
は
屋
外

で
な
い
と
作
ら
れ
な
い
。
た
だ
過
剰
な
紫
外
線
は
皮
膚
が
ん
の
原
因
に
も
な
る
の
で
、
夏
は
日
陰
で
、
冬
は
日
向
で
浴
び
る
方
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ⅾ
は
も
と
も
と
骨
粗
し
ょ
う

症
に
有
用
な
ビ
タ
ミ
ン
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
脂
質
代
謝
異
常
、
認
知
症
、
発
癌
予
防
や
脱
毛
予
防
に
も
有
用
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ⅾ
は
魚
や
き
の
こ
に
多
く
含
ま
れ
る
。 

親
里
の
ス
タ
ッ
フ
は
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
さ
ん
と
人
生
最
期
の
喜
び
や
嬉
し
さ
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
平 

辰
理
事
長
の
掲
げ
る
「
慈
愛
」
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
介
護
施
設
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。 



法人単位資金収支計算書　　　(自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日　　　 　　 (単位:円)

介護保険事業収入 519,097,000 470,013,643 49,083,357
経常経費寄附金収入 100,000 129,975 △ 29,975
受取利息配当金収入 1,000 303 697
その他の収入 5,075,000 4,837,148 237,852

事業活動収入計(1) 524,273,000 474,981,069 49,291,931
人件費支出 326,447,000 311,782,539 14,664,461
事業費支出 99,646,000 90,311,266 9,334,734
事務費支出 41,736,000 38,523,518 3,212,482
利用者負担軽減額 60,000 52,836 7,164
支払利息支出 8,264,000 8,263,427 573
その他の支出 5,174,000 5,157,875 16,125

事業活動支出計(2) 481,327,000 454,091,461 27,235,539
42,946,000 20,889,608 22,056,392

設備資金借入金収入 172,200,000 172,200,000 0
施設整備等収入計(4) 172,200,000 172,200,000 0

設備資金借入金元金償還支出 150,270,000 213,370,000 △ 63,100,000
固定資産取得支出 12,680,000 321,860 12,358,140

施設整備等支出計(5) 162,950,000 213,691,860 △ 50,741,860
9,250,000 △ 41,491,860 50,741,860

長期運営資金借入金収入 20,000,000 20,000,000 0
その他の活動収入計(7) 20,000,000 20,000,000 0

長期運営資金借入金元金償還支出 0 4,995,000 △ 4,995,000
その他の活動支出計(8) 0 4,995,000 △ 4,995,000

20,000,000 15,005,000 4,995,000
予備費支出(10)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 72,196,000 △ 5,597,252 77,793,252

前期末支払資金残高(12) 90,757,509 △ 90,757,509
当期末支払資金残高(11)+(12) 72,196,000 85,160,257 △ 12,964,257

法人単位事業活動計算書　　　(自)令和 5年 4月 1日(至)令和 6年 3月31日　　　 (単位:円)

介護保険事業収益 470,013,643 477,360,768
経常経費寄附金収益 129,975 100,000

サービス活動収益計(1) 470,143,618 477,460,768
人件費 311,681,841 341,636,155
事業費 90,193,531 93,440,064
事務費 38,523,518 39,089,307
利用者負担軽減額 52,836 43,210
減価償却費 37,243,206 53,364,031
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 572,170 △ 635,499

サービス活動費用計(2) 477,122,762 526,937,268
△ 6,979,144 △ 49,476,500

受取利息配当金収益 303 485
その他のサービス活動外収益 4,837,148 4,192,489

サービス活動外収益計(4) 4,192,974 2,622,743
支払利息 8,263,427 10,120,378
その他のサービス活動外費用 382,500 195,000

サービス活動外費用計(5) 8,645,927 10,315,378
△ 3,808,476 △ 6,122,404

△ 10,787,620 △ 55,598,904

特別収益計(8)

固定資産売却損･処分損 1
その他の特別損失 4,775,375

特別費用計(9) 4,775,375 1
△ 4,775,375 △ 1

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) △ 15,562,995 △ 55,598,905
前期繰越活動増減差額(12) △ 16,934,871 38,664,034
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) △ 32,497,866 △ 16,934,871
基本金取崩額(14)

その他の積立金取崩額(15)

その他の積立金積立額(16)

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16) △ 32,497,866 △ 16,934,871

予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B) 備考

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

勘定科目

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

収
入

支
出

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

63,329

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

△ 7,347,125
29,975

△ 7,317,150

費
用

△ 29,954,314
△ 3,246,533

△ 565,789
9,626

△ 16,120,825

△ 49,814,506
サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 42,497,356

サ
ー

ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

△ 182
644,659

1,570,231

費
用

△ 1,856,951
187,500

△ 1,669,451
サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 2,313,928

経常増減差額(7)=(3)+(6) 44,811,284

特
別
増
減
の
部

収
益

費
用

△ 1

4,775,374
特別増減差額(10)=(8)-(9) △ 4,775,374

4,775,375

40,035,910
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

△ 55,598,905
△ 15,562,995

△ 15,562,995

3



貸借対照表　　　令和 6年 3月31日現在 (単位:円)

流動資産 106,111,298 109,962,448 △ 3,851,150 流動負債 25,977,147 24,449,478 1,527,669

現金預金 37,382,317 38,212,848 △ 830,531 事業未払金 14,908,653 16,305,163 △ 1,396,510

事業未収金 65,217,086 68,545,839 △ 3,328,753 預り金 277,775 208,211 69,564

未収金 59,620 4,250 55,370 職員預り金 4,910,369 2,016,492 2,893,877

未収収益 22,473 21,880 593 借受金 61,436 0 61,436

貯蔵品 2,043,802 1,894,608 149,194 賞与引当金 5,818,914 5,919,612 △ 100,698

給食用材料 792,808 675,073 117,735

前払費用 593,192 507,950 85,242

短期貸付金 0 100,000 △ 100,000

固定資産 519,121,418 556,042,764 △ 36,921,346 固定負債 421,415,000 447,580,000 △ 26,165,000

 基本財産 499,148,433 532,076,193 △ 32,927,760 設備資金借入金 406,410,000 447,580,000 △ 41,170,000

建物 487,575,892 508,828,912 △ 21,253,020 長期運営資金借入金 15,005,000 0 15,005,000

建物附属設備 11,572,541 23,247,281 △ 11,674,740 447,392,147 472,029,478 △ 24,637,331

 その他の固定資産 19,972,985 23,966,571 △ 3,993,586

建物 10,805,120 11,616,164 △ 811,044 基本金 207,999,560 207,999,560 0

建物附属設備 1,115,513 1,286,898 △ 171,385 第１号基本金 207,999,560 207,999,560 0

構築物 1,877,101 3,386,511 △ 1,509,410 国庫補助金等特別積立金 2,338,875 2,911,045 △ 572,170

車輌運搬具 3 239,027 △ 239,024 その他の積立金

器具及び備品 6,175,248 7,437,971 △ 1,262,723 次期繰越活動増減差額 △ 32,497,866 △ 16,934,871 △ 15,562,995

ソフトウェア (うち当期活動増減差額) △ 15,562,995 △ 55,598,905 40,035,910

177,840,569 193,975,734 △ 16,135,165

625,232,716 666,005,212 △ 40,772,496 625,232,716 666,005,212 △ 40,772,496

資 産 の 部

当年度末 前年度末 増減

負 債 の 部

当年度末 前年度末 増減

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計

純 資 産 の 部

要 介 護 度 別 利 用 状 況

介護老人保健施設　親里（従来型）

令和5年
　4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和6年
1月

2月 3月 合計

要介護1 151 158 152 174 160 168 190 208 237 204 261 296 2,359  

要介護2 342 320 330 419 417 420 357 240 316 341 291 341 4,134  

要介護3 318 269 160 199 247 211 241 227 191 186 177 228 2,654  

要介護4 140 177 213 219 287 290 267 270 293 332 338 286 3,112  

要介護5 73 91 31 31 31 30 31 32 69 86 8 34 547    

計 1,024 1,015 886   1,042 1,142 1,119 1,086 977   1,106 1,149 1,075 1,185 12,806 

介護老人保健施設　親里（ユニット型）

令和5年
　4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和6年
1月

2月 3月 合計

要介護1 210 213 192 190 251 240 263 266 315 310 319 321 3,090  

要介護2 329 278 274 296 248 270 216 210 172 248 261 285 3,087  

要介護3 155 166 141 139 120 125 263 214 197 210 207 154 2,091  

要介護4 124 139 120 140 115 93 102 110 56 0 0 32 1,031  

要介護5 27 31 30 31 62 60 47 30 50 48 6 0 422    

計 845   827   757   796   796   788   891   830   790   816   793   792   9,721  

介護老人保健施設　親里（通所）

令和5年
　4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和6年
1月

2月 3月 合計

要支援1 19 15 16 14 22 30 27 29 27 24 26 24 273    

要支援2 32 36 36 27 20 24 19 28 22 21 20 24 309    

要介護1 163 198 172 175 146 134 154 173 187 167 166 180 2,015  

要介護2 204 233 212 196 174 176 183 155 143 132 114 128 2,050  

要介護3 58 59 66 84 77 59 60 77 73 63 78 89 843    

要介護4 29 22 28 39 42 35 32 29 30 29 25 27 367    

要介護5 20 17 7 9 9 7 8 8 7 7 8 8 115    

計 525   580   537   544   490   465   483   499   489   443   437   480   5,972  

短期入所施設　すみよし

令和5年
　4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和6年
1月

2月 3月 合計

要支援1 6 0 0 0 5 0 0 4 0 0 0 0 15     

要支援2 5 5 5 5 5 5 5 4 8 8 8 8 71     

要介護1 120 124 111 101 93 93 99 58 68 65 59 44 1,035  

要介護2 157 138 140 150 139 140 154 138 169 110 80 112 1,627  

要介護3 127 141 168 142 152 146 146 146 144 166 154 143 1,775  

要介護4 76 80 111 139 125 94 76 69 77 101 91 96 1,135  

要介護5 4 7 15 10 7 21 9 41 27 18 23 23 205    

計 495   495   550   547   526   499   489   460   493   468   415   426   5,863  

居宅介護支援事業所　親里

令和5年
　4月

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和6年
1月

2月 3月 合計

要介護1 17 16 18 19 18 15 15 13 13 12 13 14 183    

要介護2 8 8 9 9 8 10 10 10 10 10 9 9 110    

要介護3 7 7 6 5 6 5 4 4 5 4 4 5 62     

要介護4 3 3 4 5 6 5 4 3 2 5 5 5 50     

要介護5 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 5      

計 36 35 37 39 38 36 33 31 30 31 31 33 410    

延
べ
人
数

延
べ
人
数

延
べ
人
数

延
べ
人
数
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ユニット行事 
 

花植え（すいせん・さくら）4月 12日 

花植え（すみれ）5月 15日 

屋外散策（すずらん）5月 30日 



着
任
の
ご
挨
拶 

 

事
務
長 

菊
地 

敏
行 

 
   

本
年
四
月
一
日
よ
り
、
事
務
長
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
、
菊
地
敏
行
と
申
し
ま
す
。
約
三
十
年
間
市

内
の
老
健
施
設
に
勤
め
、
高
齢
者
の
介
護
支
援
を
担

っ
て
き
ま
し
た
。 

佐
渡
市
の
人
口
は
五
万
人
を
切
り
今
後
も
人
口

減
少
は
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
人
口
も
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
長
期
的
に
は
、
担
い
手
と
な
る
世
代
が
顕
著
に

減
少
す
る
な
か
で
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
高
ま
る
八
十
五

歳
以
上
の
よ
り
高
齢
層
の
比
重
が
高
ま
る
も
の
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
様
な
状
況
下
で
当
施
設
に
対
す
る
介
護
ニ

ー
ズ
は
益
々
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
と
に

か
く
働
き
手
が
い
な
い
。
佐
渡
市
内
の
ど
こ
の
業
種

で
も
そ
う
か
と
思
い
ま
す
が
募
集
し
て
も
人
が
集

ま
ら
な
い
と
な
る
と
、
稼
働
率
を
落
と
す
か
、
定
員

を
減
ら
す
し
か
な
い
。
皆
さ
ん
の
知
恵
を
拝
借
し
な

が
ら
、
何
と
か
こ
の
低
迷
を
打
破
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ど
う
か
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
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住吉大祭の鬼太鼓と樽囃子見学 （4 月 29 日）      
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あ
と
が
き 

毎
年
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
総
務
省
統
計
局
か
ら
発
表
さ
れ

る
日
本
の
高
齢
者
人
口
。
世
界
各
国
と
比
較
し
て
み
て
も
、
二

０
二
二
年
の
日
本
の
高
齢
者
人
口
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア

を
超
え
世
界
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

超
高
齢
社
会
が
進
む
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ

が
認
知
症
で
す
。
私
自
身
、
認
知
症
の
祖
母
を
十
年
間
介
護
し

て
い
ま
し
た
が
、
亡
く
な
っ
て
五
年
近
く
経
っ
た
今
も
尚
、
後
悔

が
頭
を
よ
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
女
手
一
つ
で
育
て
て
も
ら

い
、
三
十
数
年
傍
で
支
え
て
く
れ
た
の
に
、
た
っ
た
十
年
ど
う
し

て
我
慢
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
も
っ
と
家
で
過
ご
さ
せ
て
あ
げ
ら

れ
な
か
っ
た
の
か
と
。
家
族
の
介
護
を
入
居
施
設
に
託
す
決
断

は
、
ご
本
人
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
心
が
揺
れ
動
く
も
の

で
す
。
で
き
る
だ
け
自
宅
に
住
み
続
け
た
い
と
願
う
の
は
当
然

の
こ
と
。
で
き
れ
ば
叶
え
て
あ
げ
た
い
と
努
力
す
る
家
族
。
で
も

介
護
疲
れ
が
限
界
を
超
え
れ
ば
、
深
刻
な
問
題
に
繋
が
る
こ
と

も
。
よ
り
よ
い
介
護
を
す
る
た
め
に
住
居
を
施
設
に
移
す
と
考

え
ら
れ
る
と
よ
い
の
で
す
が
、
罪
悪
感
を
１
０
０
％
解
消
す
る

こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
主
治
医
や
ケ
ア
マ
ネ

等
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
入
居
予
定
の
介
護
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
や
生
活
相
談

員
も
良
き
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
施

設
の
職
員
も
、
家
族
が
少
し
で
も
安
心
感
を
も
て
る
よ
う
、
ご
利

用
者
様
が
元
気
な
姿
を
見
せ
よ
う
と
思
え
る
よ
う
な
施
設
を
目

指
し
て
日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

 


